
〆 南島原市ニュース
平成28年10月23日

遠藤周作没後20年記念事業
遠藤周作と日野江城を巡るツアー

キリスト教だった遠藤周作の没後20年記念事業として、「遠藤周作
と日野江城を巡るツアー」を開催します。
今年、没後20年を迎え、生前、何度も日野江城に足を運んだ遠藤周

作への想いを巡らせ、本市の歴史や史跡に対する市民の関心を高める
目的で開催するものです。

11日 時 11月20日(日)午前9時~ 正午
■場 所 北有馬ピロティー文化センター日野江
■内 容 ・関係者の証言ビデオ上映

・日野江城本丸へと続く古道や城下町の散策
・南蛮料理の試食
・当時の西洋音楽の再現 など

■参加費 1,000円 (保険料 ・ガイド代込み) ※当日、徴収
■定 員 先着loo名
■申 込 電話、FAX、 Eメールで氏名 ・住所 ・年齢を記入の上、

申し込みください。
■締 切 11月14日旧)
■問合先 有馬歴史研究会 八木

盲…L =080一1709一0597
F‐AX =0957 ‐85‐3550
E‐mai1:ar imarekishi@yahoo.co.jp

担当部署企画振興部企画振興課 担当者 伊藤 哲朗
直 通 050-3381 ‐5030 E mail chiikidukuri@city.minamishimabara.1g.jp

詳しくは
断

担当者
連絡先

http://www.city.minamishimabara.1g.jp/page6046.htm1
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日野江城を巡るツアー 翌誌 曇　 　　
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■遠藤周作が登った日野江城の古道、日野江城の城下町を巡る

日時 平成28年 11 月 20 日圏 午前9 時集合~正午まで
場 所 北 有 馬 ピロテ ィー文 化 セ ン ター 日野 江 [長崎県南島原市北有馬町戊279番地] 画像提供森蔭子氏

翻 覇 気 曝 露喬

Eメーノレ岬 hi@y如ocoip 遠藤周作 (1923
‐
1996)
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円㈱ . ,醐 F瓶 0957-84-3550 昆歪豊 麗滋 諏 年文僻表章受章
携帯 080‐1709‐0597( 担当/八木 ) 代表作『海と毒薬』『ィェスの生涯』

年齢をぉ知らせ下さし riqi-△締馬Uiり 平成28年 11 月 14 日国 まで 『制 『スキャンダルJ『沈黙』等

主催 :有馬歴史研究会 後援 :南島原市 遠藤周作文学館 (一社 )南島原ひまわり観光協会 協力 :南島原市冬のお祭り実行委員会 南島原市南蛮料理普及推進会
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